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                        カリフォルニア大学リバーサイド校 
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日時: 2025年 12月 18日（木）16:40-18:10 

会場: 同志社大学今出川キャンパス  
良心館 410教室(RY410) 

言語: 日本語 
   

問い合わせ先: 飯田 健（法学部） 
tiida@mail.doshisha.ac.jp 

要旨 

貿易が平和を促進するという資本主義的平和（キャピタリスト・ピース）

は、広く認知されている理論である。しかし同時に、これは二国間レベルの

分析に基づいたものである。ライバル関係にある大国間の経済依存は、第

三国との安全保障同盟にどのような影響を与えるだろうか。本講演では、

アメリカと中国の二国間貿易が日米同盟にどのような影響を与えるかに

ついて考察する。アメリカの中国への経済的依存度が高かった 2000 年

から 2016 年頃までの時期に加え、近年のアメリカの対中デカップリング

戦略が日米同盟に与えうる影響についても考えたい。 

事前参加登録不要 
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